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主論文 １編 
 The VEGF-C/VEGFR3 signaling pathway contributes to resolving chronic skin inflammation by activating 
lymphatic vessel function. 
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審 査 結 果 の 要 旨 
リンパ管は生体内において広範なネットワークを形成し、末梢組織では細胞外からの過剰なリン
パ液やタンパク質の回収・運搬、組織圧の恒常性の維持や免疫応答への関与などでも知られる重要
な器官である。近年、血管内皮細胞成長因子(vascular endothelial growth factor: VEGF)やそのアイソフ







①VEGF-C、②VEGF-C/VEGFR3 シグナルを阻害する soluble VEGFR3-Ig,、③コントロールとして
GFP、を発現するトランスジェニックマウス群を作成した。慢性炎症からの組織修復の過程におい
て、AdVEGF-C マウスではコントロールと比較して耳介皮膚組織の重量および腫脹の早期減少がみ








することを示唆している。VEGFR3-Ig マウスでは CD11b 陽性マクロファージ数が有意に多いこと
から、このリンパ管機能の調節は部分的に VEGF-C/VEGFR3 シグナル経路によって介在されている
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